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別記様式 
会　議　録 

 会議の名称 令和７年度　第２回　藤岡地域会議

 開催日時 令和７年５月２７日午後７時３０分開会・午後８時２７分閉会

 開催場所 藤岡総合支所旧議会棟　会議室

 出席者氏名 別紙１のとおり

 欠席者氏名 別紙１のとおり

 事務局職員職氏名 別紙１のとおり

 その他出席者等 別紙１のとおり

 会議事項 （１）藤岡第２投票所の変更のお知らせ 

（２）地域会議委員の手引き・栃木市地域未来ビジョンについて 

（３）地域予算提案事業について 

（４）その他

 会議の公開又は 
非公開の別

公開

 傍聴人の数 無し

 その他必要事項 無し

 会議の経過

 発言者 議題・発言内容・決定事項

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇事務局 

 

◎会長 

 

 

 

〇事務局 

 

◎会長 

１　開会　  
 
〇　新委員紹介 

PTA 連合会より石川委員、藤岡地域自治会連合会より町田委員が新たに参

加したため紹介を行った。 
 

〇　あいさつ 
飯塚会長よりあいさつがあった。 
 

２　議事 
（１）藤岡第２投票所の変更のお知らせ【資料１】 
＜説明＞ 
　資料に基づいて説明した。 

―　質疑なし　― 
　質問等が無いため、次の議題に入ることを述べた。 
 
（２）地域会議委員の手引き・栃木市地域未来ビジョンについて 
＜説明＞ 
　資料に基づいて説明した。 

―　質疑なし　― 
質問等が無いため、次の議題に入ることを述べた。 
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○事務局 

 

◎会長 

◎Ａ委員 

 

 

 

◎会長 

 

 

◎Ｂ委員 

 

 

 

 

 

○事務局 

 

 

 

 

◎会長 

 

〇事務局 

 

 

◎会長 

 

◎Ｃ委員 

 

 

〇事務局 

 

 

 

◎会長 

 
（３）地域予算提案事業について 
〇地域予算提案制度について【資料２】 
＜説明＞ 
　資料に基づいて説明し、意見を求めた。 
＜質疑・意見等＞ 
　地域予算提案事業については単年実施か隔年実施かご意見はあるか。 
　単年度実施であると、９月には予算要求をするため早急に事業を決めていく

必要があり、話し合う時間もあまりない。藤岡駅構内の渡良瀬遊水地案内看板

掲出事業は継続し、それ以外は隔年の方が検討期間が長く、良い意見も出ると

思うので隔年で良いと思う。 
　単年度実施だと提案までの期間が短いため、令和７年令和８年の２年間で事

業を提案していくことでよろしいか。 
―　異議なし　― 

　２年で検討すると決まったあとであるが、今年度やりきれなかった事業や早

急にやった方がいいものについては、一部だけでも単年度で対応してもいいと

思う。今年度、渡良瀬の里のトイレの改修や外遊び遊具を購入するが、現在遊

具が直らないままになっているため、公共施設を使用する機会が減ってしまう

ことになる。一部の予算で早急に対策が取れるのであれば、スピード感をもっ

て対応したほうがよいと思うがいかがか。 
　遊具の修繕については、地域予算の対象とならないソフト事業を伴わない設

備等の修繕にあてはまってしまう。遊具を使用したイベントを定期的に行って

いる等の理由が必要になる。遊具の修繕のみとなると、公園を担当している課

がやるものとなる。地域予算提案事業の趣旨に沿って対策を考えていけたらと

思う。 
　２年でやると決まっても、一部１年でやるということは可能ということでよ

いか。 
　渡良瀬遊水地案内看板掲出事業は、それにあたる。予算の繰り越しができる

ため、必要な部分のみ令和８年度で使用し、残りの金額で令和９年度に、大き

な事業を計画していただくことは可能。 
　２年で決まったが、１年でやったほうがいいもの等あれば各自検討して、意

見を出してもらいたい。 
　２年で計画も、継続事業も賛成であるが、今までの事業が単発で終わるもの

が多いように感じる。恋人の聖地魅力アップ事業も続いていないので、それに

絡めて提案していくとよいと思う。 
　恋人の聖地魅力アップ事業は、今年度実施する事業のためこれから実施して

いくものになる。事業を実施したら、順次地域会議に連絡していく。藤岡中型

バスのラッピング事業も地域会議で提案したものになるので、意見をいただけ

れば担当課に説明にいくので遠慮せず提案いただきたい。 
　今までの事業に絡めて計画するのもよいと思うので、恋人の聖地魅力アップ



3 

  

 

 

 

 

〇事務局 

 

◎会長 

 

◎会長 

 

〇事務局 

 

 

◎会長 

 

 

◎会長 

 

 

 

 

 

 

○事務局 

 

◎会長 

〇事務局 

 

◎Ｂ委員 

〇事務局 

 

◎Ａ委員 

〇事務局 

 

 

 

◎Ｄ委員 

 

〇事務局 

事業もソフト事業を絡めつつレベルアップしていくことも考えていければよ

い。 
 
〇地域の課題の検討の方法について 
＜説明＞ 
　資料に基づいて説明し、意見を求めた。 
＜質疑・意見等＞ 
　地域課題の検討方法について、部会を設置して検討していくことでよいか。 

―　異議なし　― 
次に部会の設置についてどのように分けたらいいか意見を伺いたい。 

今までの流れはどんな感じなのか。 
昨年度は委員を２つに分けて検討していただいていた。部会を３つに分けた

場合に、部会の中に欠席者が２人いると、３人で話し合っていただくことにな

るのでその点も考慮して決めてもらいたい。 
部会の分け方は欠席者が出ることも考えると２つで良いと思うがよろしい

か。 
―　異議なし　― 

　部会のメンバーの振り分けについては経験年数などを踏まえ、事務局に一任

するということでよろしいか。 
―　異議なし　― 

 
〇本年度実施地域予算提案事業 
（渡良瀬遊水地案内看板掲出事業）について【資料３】 
＜説明＞ 
　資料に基づいて説明し、意見を求めた。 
＜質疑・意見等＞ 
レイアウト案の中で決めたほうがいいのか。 
あくまで案なので参考にしてもらい、他に案があれば出してもらい、地域会

議委員のなかで考えている看板イメージの意見をもらいたい。 
デザインをプロにたのむのはどうか。 
デザイン料がかなりかかってしまうのと、１度のみデザインの変更をできる

予算となっているため、全部をプロに任せるのは難しい。 
ＱＲコードをいれて、動画等見れるとよい。 
駅の構内のため大きめにして、読み取れるように工夫は必要だと思う。 
担当課を通じて看板デザインの会社へイメージを伝えて作成してもらうの

で、すべてを地域会議委員のみで考えるわけではないので、色や写真等のイメ

ージが欲しい。 
色は派手でインパクトがあるようにして、恋人の聖地であることをアピール

できるようにするとよいと思う。 
写真で使用したいものはあるか。 
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 ◎Ｂ委員 

〇事務局 

◎Ｅ委員 

◎Ｂ委員 

 

 

〇事務局 

 

◎Ｂ委員 

 

◎Ｆ委員 

 

◎会長 

 

 

◎Ｇ委員 

〇事務局 

◎Ｅ委員 

 

〇事務局 

 

 

 

◎Ｈ委員 

 

 

〇事務局 

 

◎会長 

 

 

 

◎Ａ委員 

〇事務局 

 

看板は、誰に向けたものか。 
　駅のホーム（構内）のため、電車の利用者が対象になる。 
　高校生が多いと思うので、若い方に見てもらえる内容がいいと思う。 
　今の看板は遊水地の良いところがあるものを知らせるもので、看板を見て遊

水地に行きたくなるような内容ではないので、恋人の聖地をおしたり、インパ

クトが必要だと思う。 
　インパクトの強いメインのものが必要だと思う。遊水地なのか、ハートラン

ド城なのか、メインを決めるとイメージしやすい。 
　今年の事業もハートランド城をアピールするので、ハートランド城がよいと

思う。 
　ハートランド城にある、ハート型のコウノトリのオブジェの鐘は、高校生や

カップル受けすると思う。 
　今出た意見を担当課に伝えてもらいたいと思う。 
 
（４）その他でなにか意見はあるか。 
　今年度の公民館パワーアップ事業は、だれが来るか決まっているか。 
　現在、担当課は準備しているので楽しみにしてほしい。 
　令和５年度実施事業の渡良瀬運動公園のベンチ等補修は、どんなソフト事業

と絡めたのか。 
　この時期はソフト事業を絡めずに実施することができました。どの地域も修

繕等のハード事業が多くなり、ベンチの修繕についても修繕してよかったとい

意見が多くあったが、修繕等については担当課がやるべきという意見もあり、

ソフト事業を伴って事業を計画するというように変わった。 
　渡良瀬の里の遊具の修繕は、地域予算提案事業で提案できなくても、担当課

に遊具が使用できず困っている声があるという意見を伝えてもらうことは可

能か。 
　意見として伝えることはできる。順番ですぐに修繕できなくても、壊れて困

っているという意見があることは伝える。 
他に意見等がないため、以上で（４）その他の協議を終了するとともに次

第２の議事を終了することを述べた。 
 

３　その他 
　部屋、赤麻、三鴨の駐在所はなくなったのか。 
今年の３月に部屋、赤麻の駐在所は閉鎖となった。現在は、三鴨の駐在所と、

藤岡交番となる。 
事務局から以下の２点について連絡した。 
・「地域会議委員の名簿の配布」について 
・「第１回地域会議会議録の写し」について 

 
次回の地域会議は、令和７年７月１日（火）午後６時３０分から同会場で行



5 

 う予定である旨を連絡した。 
 
６　閉会 
　午後８時３７分をもって第２回藤岡地域会議を閉会する旨を宣言した。 
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別紙１　出席者及び事務局職員 

 

　出席者（委員） 

　　会　長　　　飯　塚　和　男　　　　　　　　　　副会長　　　葛　生　明　雄 

委　員　　　青　山　桂　子　　　　　　　　　　委　員　　　石　川　裕　章 

委　員　　　櫻　井　康　人　　　　　　　　　　委　員　　　瀬　下　整 

委　員　　　長　竹　香　織　　　　　　　　　　委　員　　　横　田　敦　子　 

委　員　　　阿　部　多佳子　　　　　　　　　　委　員　　　川　田　優　子 

委　員　　　高　際　はま子　　　　　　　　　　委　員　　　池　田　奨　平 

委　員　　　高　橋　梨　沙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　欠席者（委員） 

委　員　　　五月女　政　子　　　　　　　　　　委　員　　　前　田　智　史 

　傍聴者 

吉　本　満 

　出席者（事務局） 

地域振興部藤岡地域づくり推進課（藤岡地域まちづくりセンター） 

安　塚　欣　也（地域づくり推進課長）　　髙　久　充　弘（課長補佐兼地域づくり推進係長） 

海老沼　博　行（地域づくり推進課副主幹） 北　村　あゆみ（地域づくり推進係主査） 

津布久　沙　織（地域づくり推進係主任） 


